
(①又は②の場合)

）

）

）

行動計画掲載
（企画政策課）

在宅の寝たきり者に対し、市内の理容師等を派遣して理容サー
ビスを実施することにより、在宅での快適な生活の確保と衛生
の保持を図る。

事業の対象（誰に対して・何に対して）

年度未定

事業の目的（どういう状態にしたいのか）
西脇市内に居住し、在宅で身体上又は精神上の障害等の理由に
より臥床している高齢者等で、理・美容店において理容サービスを
受けることが困難と認める者

補助・単独

実施形態

根拠条例等

法令名・根拠条文

根拠条例等

Ａ

事
務
事
業
の
概
要

年度

③

根拠法令要綱等②

①

事業開始年度 平成５

基
本
事
項

福祉生活部

事務事業名

在宅の寝たきり者に、申請に基づいて市内の理容師等を派遣し、理容サービスの提供を、西脇市社会福祉協議会に委託して実施
する。
１人当たり年２回を限度とし、理容師等の派遣に係る費用相当額（2,500円）を市が負担し、理容料金はサービスを受けた者が負担す
る。

完了予定年度

企画政策課
意　　　　 見

（該当業務：

委託の場合

正規職員が関与すべき法的義務性

西脇市社会福祉協議会

優先度◆◇◆ 総合計画・行動計画　施策シート ◆◇◆

◆◇◆　事　務　事　業　評　価　票　◆◇◆

民生費

01 社会福祉費項

01 一般会計財
務
科
目

いきいきと暮らせる高齢者福祉の充実

目

会計ともに支え合い、笑顔輝くあたたかなまち（健康・子育て・福祉）

課名

長寿福祉課

03

01

事業の内容（目的達成のための手段・方法）

款05

門脇ちづ子

高齢者福祉サービスの充実

以降

根拠法令要綱等

Ｂ Ｃ

西脇市寝たきり者訪問理容サービス事業実施規程

社会福祉総務費

番号 所属長名部名
地域福祉基金活用事業（寝たきり者訪問理髪サービス事業）

枝番号

0012

01

02

今後の方向性

総
合
計
画

政 策

施 策

基 本 政 策

平成26年度展開方針（年度別事業内容） 平成23年度（参考） 平成24年度 平成25年度

総事業費 千円 千円 千円 千円

進捗状況 進捗状況の具体的内容・未着手の理由

千円 千円

今後の方向性の具体的内容

市 長 指 示 事 項 等

なし あり 

直営 一部委託 その他（ 補助・負担金 全部委託 

入札 随意契約（契約先： 

新規 継続 単年度 

単費上乗せ有り 

義務実施事業 

努力義務実施事業 

任意実施事業 

国・県の補助金有り 市単独 

経常 臨時 

① 現状どおり継続 

② 拡充 

③ 改善・見直し 

④ 縮小・廃止 

① 計画どおり（以上）進行 

② 計画よりも遅延 

③ 未着手 

 Ａ  Ｂ  Ｃ 
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0

72

72

改
善
策

受益者負担の適切さ
評価結果 判

断
理
由

市民ニーズの把握
事業の必要性 実施主体の妥当性

　１次評価に高齢者安心プランの期間中は継続実施するとあるが、期間中は本当に廃止できない
のかどうかを含めて、早期の廃止に向けた検討が必要である。

直接のサービスの相手方 ２

３
次
評
価

評価
ポイ
ント

事業の優先度（緊急性）
直接のサービスの相手方

総
合
評
価

１ 実施主体の妥当性 ４
１

総
合
評
価

評価結果 判
断
理
由

　散髪代金の支払いが可能である状態の方に対して、出張費用のみを市が負担する必要性は低い
と思われる。

改
善
策

千円 0

評価
ポイ
ント

　西脇市高齢者福祉計画において、在宅生活を支える生活支援サービスとして位置づけており、
３ヶ年の計画期間については継続実施する事業と考えるが、利用者はある程度限られており、年間
２回の補助以外の利用は実費を支払われていることが予想できるため、将来的には、廃止を視野
に入れた改善・見直しが必要と考える。

　第５期西脇市高齢者安心プランの期間（Ｈ24年度～Ｈ26年度）においては継続実施し、第６期計画
の見直し時に、廃止も含めた事業の見直しを検討する。

２
次
評
価

評価
ポイ
ント

事業の優先度（緊急性） ２ 事業の必要性

総
合
評
価

１
次
評
価

判
断
理
由

改
善
策

評価結果

事業費(予算額または見込額）

千円

一般人件費[平均給与×(B)]

②

千円(G)

総コスト[(A)+(C)+(E)]

嘱託・臨時人件費[平均賃金×(D)] (E)

②

受益者負担額

受益者負担の適切さ ５

10人

20回

名称

説明

①

市民ニーズの把握

事業の優先度（緊急性）
直接のサービスの相手方

２
２

事業の必要性
受益者負担の適切さ ４

実績値

40枚

名称

説明

0

活
動
指
標

（
目
標

）

人

千円

嘱託・臨時職員所要人員 (D)

(A)

(B)

特定財源

一般財源

事業費(決算額)

人

特定財源

23年度 24年度

97

単位

(A')

72

72

7272

0

72 72

25年度 26年度

97

22年度

56

52

0

52

0

23人

0 0

56

30人

0

78

0.00

0.77 0.8

0.0%

130134

0.0%

60枚
77%

30回

20人20人

2,913円 4,063円

利用回数
目標値

15回 14回
20回

１
１ 実施主体の妥当性

市民ニーズの把握
４

平成24年度評価実施：

20人 20人

40枚 40枚

0.00

20人 20人

一般財源

％
20人

0.01

0

78

0

利用券の発行枚数

実績値

利用券を交付した人数

(F)

0.01一般職員所要人員

事
務
事
業
デ
ー

タ

(C)

千円

13,400円
達成度 33%

成
果
指
標

（
目
標

）

①
利用人数

説明

30人

利用券を使用した実人数
単価

名称

説明

受益者負担率[(G)/(F)] (H)

名称

8,125円

40枚
実績値 46枚 32枚

目標値

達成度

目標値

達成度

単価

利用券の発行者数

（１人あたり年間２枚発
行）

目標値

実績値

単価

80%

20回

14,444円
45%

5,826円

利用券の使用枚数
単価 8,933円 9,286円
達成度 0.5 0.7

20回

20人
16人

9人

拡充 

継続実施 

改善・見直し 

抜本的見直し 

休止・廃止 

拡充 

継続実施 

改善・見直し 

抜本的見直し 

休止・廃止 

拡充 

継続実施 

改善・見直し 

抜本的見直し 

休止・廃止 
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